
� 2010.5　フェイズ・スリー　4849　フェイズ・スリー　2010.5

当
院
は
、
２
０
０
５
年
３
月
に
高
知

県
立
中
央
病
院
と
高
知
市
立
市
民
病
院

が
統
合
し
て
誕
生
し
た
。
基
本
理
念
で

あ
る「
医
療
の
主
人
公
は
患
者
さ
ん
」を

実
現
す
べ
く
、
医
療
局
、
看
護
局
、
薬

剤
局
、
医
療
技
術
局
、
栄
養
局
、
事
務

局
の
６
局
を
並
列
と
し
、
各
局
の
権
限

と
責
任
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
各
職

種
が
専
門
性
を
発
揮
す
る「
６
局
体
制
」

が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
国
立
大
学
病
院
の
薬
剤
部

門
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
十
数
年
間
経
験

し
た
後
、
開
院
の
１
年
半
前
に
創
設
準

備
室
の
薬
剤
チ
ー
ム
長
と
し
て
赴
任
し
、

薬
剤
局
の
創
設
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。「
め

ざ
し
た
こ
と（
夢
）」は
、
①
薬
剤
部
門
が

薬
物
治
療
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
、
②

す
べ
て
の
病
棟
に
薬
剤
師
を
常
駐
さ
せ
、

薬
物
治
療
に
責
任
を
も
っ
て
か
か
わ
る
、

③
プ
ラ
イ
ド
・
責
任
感
・
創
造
性
を
有

す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
開
院
後
５
年
が
経
過
し

た
今
、
薬
剤
局
が
薬
物
治
療
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
き
た
か

を
紹
介
す
る
。

薬
剤
局
の
創
設
に
あ
た
り
、
理
念
と

し
て「
見
え
る
薬
剤
師
を
め
ざ
し
て
、
よ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
薬
品
担
当
の
Ｓ

Ｐ
Ｄ
要
員
が
７
〜
８
人（
平
日
日
勤
帯
）

勤
務
し
、
医
薬
品
の
管
理
業
務
、
払
出

補
助
業
務
、
搬
送
業
務
な
ど
薬
剤
師
の

支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

当
院
で
は「
薬
物
治
療
に
責
任
を
も

つ
」を
実
践
す
る
た
め
に
、
開
院
時
か
ら

全
病
棟（
７
フ
ロ
ア
）に
薬
剤
師
を
常
駐
さ

せ
て
い
る
。
準
夜
・
深
夜
・
休
日
勤
務

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
棟
専
任
薬
剤
師

は
設
け
ず
、
薬
剤
局
長
を
除
く
す
べ
て

の
薬
剤
師
を
組
織
横
断
的
に
病
棟
に
割

り
振
り
、
病
棟
ご
と
に
３
人
で
チ
ー
ム

を
組
む
こ
と
で
、
毎
日
、
１
フ
ロ
ア（
２

看
護
単
位
）に
最
低
１
人
の
薬
剤
師
を
常

駐
さ
せ
て
い
る
。

病
棟
で
の
薬
剤
師
業
務
は
、
麻
薬
、

向
精
神
薬
、
毒
薬
な
ど
の
薬
品
管
理
、

ハ
イ
リ
ス
ク
医
薬
品
の
薬
歴
管
理
、
患
者

持
参
薬
の
鑑
別
と
電
子
カ
ル
テ
へ
の
登

録
、
入
院
患
者
に
対
す
る
薬
剤
管
理
指

導（
服
薬
指
導
等
）、
医
師
・
看
護
師
へ

の
医
薬
品
情
報
の
提
供
、
医
薬
品
の
安

全
管
理
、
抗
菌
薬
の
初
期
投
与
設
定
、

Ｔ
Ｄ
Ｍ（
薬
物
治
療
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

入
院
患
者
に
対
し
て
は
、
初
回
、
挨

り
信
頼
さ
れ
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
薬
学

的
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
」を
掲
げ
、
具

体
的
な
目
標
と
し
て
、
①
個
々
の
患
者

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
薬
学
的
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
②
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー

テ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
の
概
念
に
則
っ
て
、
臨

床
薬
剤
師
と
し
て
の
義
務
と
権
利
に
つ

い
て
責
任
を
担
う
、
③
薬
物
治
療
の
標

準
化
や
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
実
践
な
ど
を
推
進
し

効
率
性
、
効
果
性
な
ど
に
貢
献
す
る
、

④
保
険
薬
局
や
医
療
機
関
な
ど
と
の
密

接
連
携
だ
け
で
な
く
、
県
民
・
市
民
の

方
々
へ
の
医
薬
品
情
報
な
ど
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
、
⑤
教
育
・
研
修
・

学
会
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
臨
床
薬

剤
師
と
し
て
の
向
上
を
め
ざ
す
─
─
の

５
つ
を
設
定
し
た
。

組
織
は
薬
剤
局
長
、
次
長
の
下
に
医

薬
品
管
理
部
門（
調
剤
科
、
製
剤
科
、
医

薬
品
情
報
科
）と
臨
床
薬
剤
部
門（
薬
剤

管
理
指
導
科
、
救
急
医
療
支
援
科
）の
２

部
門
５
科
を
設
置
し
、
５
人
の
科
長
を

配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
勤
務
は
３

交
替
制（
日
勤
、
準
夜
１
人
、
深
夜
１
人
）

を
導
入
し
、
休
日
日
勤
帯
に
も
３
人
が

勤
務
し
24
時
間
体
制
を
整
備
し
た
。
薬

剤
師
数
は
開
院
時
21
人
で
あ
っ
た
が
、

５
年
間
で
６
人
の
増
員
が
認
め
ら
れ
、

現
在
は
27
人（
う
ち
臨
時
職
員
４
人
）と

拶
状
を
も
っ
て
病
室
を
訪
問
し
、
担
当

薬
剤
師
の「
顔
」と「
名
前
」を
見
せ
た
後
、

ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
歴
等
の
情
報

収
集
、
持
参
薬
の
確
認
と
電
子
カ
ル
テ

へ
の
登
録
、
服
薬
指
導
を
行
い
、
２
回
目

以
降
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
内
の
薬

剤
管
理
指
導
優
先
患
者
抽
出
機
能（
指
導

料
算
定
可
能
、
ハ
イ
リ
ス
ク
医
薬
品
使

用
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
指
導
日
、
処
方
変

更
患
者
等
）を
利
用
し
て
指
導
患
者
を
抽

出
す
る
な
ど
、
薬
剤
管
理
指
導
業
務
の

効
率
化
と
標
準
化
を
図
っ
て
い
る
。

患
者
へ
の
指
導
内
容
お
よ
び
薬
学
的

ケ
ア
の
視
点
で
抽
出
し
た
問
題
は
電
子

カ
ル
テ
に
記
載
し
、
専
門
職
間
で
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
問
題
解
決

に
あ
た
っ
て
い
る
。

病
棟
で
は
、
医
薬
品
の
安
全
管
理
に

も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。こ
れ
は
、

筆
者
が
２
０
０
３
年
12
月
に
米
国
実
地

視
察（
文
部
科
学
省
）に
参
加
し
、
医
療

安
全
を
学
ん
で
き
た
こ
と
が
契
機
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
病
棟
で
医
薬
品
関

連
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
病
棟
薬
剤
師
と
病
棟
セ
イ
フ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
事
例
の
分

析
と
対
処
に
あ
た
っ
て
い
る
。
病
棟
薬
剤

師
に
対
す
る
医
師
・
看
護
師
か
ら
の
質

問
・
相
談
件
数
は
年
間
約
３
０
０
０
件

に
も
の
ぼ
り
、
病
棟
薬
剤
師
か
ら
医
師

へ
の
処
方
提
案
件
数（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
を
含
む
）も

年
間
約
１
２
０
０
件
で
、
か
つ
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
は
今
や
病

棟
で
は
１
日
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
病
棟
へ
の
常
駐
は
、

薬
剤
師
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
臨
床
経
験
を
通
し
て
急
速
に

資
質
の
向
上
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
入
院

患
者
の
薬
物
治
療
に
貢
献
し
て
い
る
と

の
自
負
と
自
信
か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

高
ま
っ
て
い
る
。

09
年
度
は
約
１
万
人
の
入
院
患
者
に

対
し
て
服
薬
指
導
を
行
い
、
薬
剤
師
の

技
術
フ
ィ
ー
で
あ
る
薬
剤
管
理
指
導
料

は
約
１
万
６
０
０
０
件（
約
５
５
０
０
万

円
）を
算
定
す
る
な
ど
、
病
院
の
経
営
面

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

09
年
度
の
持
参
薬
登
録（
使
用
）件
数
は

約
６
５
０
０
件（
薬
価
ベ
ー
ス
で
約
３ 

２
０
０
万
円
）で
、
持
参
薬
使
用
に
よ
っ

て
包
括
支
払
い
下
で
欠
か
せ
な
い
コ
ス
ト

削
減
も
図
っ
て
い
る
。

病
棟
業
務
は
、
薬
剤
部
門
の
管
理
者

が
目
の
届
か
な
い
場
所
で
行
う
業
務
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
当
院
で
は
07

年
５
月
か
ら
、
病
棟
業
務
を
客
観
的
か

つ
定
量
的
に
評
価
す
る
た
め
の
独
自
の

評
価
指
標
を
設
定
し
、
定
量
的
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
評
価
指
標
は
薬
剤
管
理

指
導
実
施
件
数
、
算
定
件
数
、
麻
薬
指

導
加
算
件
数
、
高
リ
ス
ク
薬
品
等
の
薬

歴
管
理
件
数
、持
参
薬
鑑
別
・
登
録
件
数
、

医
薬
品
情
報
提
供
件
数
、
入
院
患
者
か

ら
の
相
談
件
数
、
医
薬
品
安
全
管
理
対

処
件
数
、
薬
品
管
理（
麻
薬
・
向
精
神
薬
・

毒
薬
）件
数
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ
件
数
、
副
作
用
収

集
件
数
、
プ
レ
ア
ボ
イ
ド
件
数
等
の
16

項
目
で
あ
り
、
各
評
価
指
標
値
は
、
病

棟
フ
ロ
ア
ご
と
、
日
ご
と
に
エ
ク
セ
ル
の

共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
登
録
し
て
い
る
。

薬
剤
部
門
の
管
理
者
と
し
て
は
、
毎

月
、
こ
れ
ら
の
評
価
指
標
値
を
分
析
し
、

各
病
棟
に
お
け
る
業
務
内
容
の
特
徴
や

実
施
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

人
員
配
分
や
業
務
改
善
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
評
価
指
標
の
設
定
は
、
職
員
か

ら
も「
薬
剤
管
理
指
導
算
定
件
数
だ
け
で

な
く
多
面
的
に
業
務
内
容
を
評
価
し
て

く
れ
る
、
他
の
病
棟
で
の
業
務
内
容
が

把
握
で
き
て
相
互
理
解
に
つ
な
が
る
」と

好
評
で
、
こ
う
し
た
声
も
薬
剤
師
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
く
れ
て
い
る
。

次
回
は
、
薬
剤
部
門
が
チ
ー
ム
医
療

で
ど
う
薬
物
治
療
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か

か
わ
っ
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
。
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表　病棟業務評価指標図　薬剤局の組織図

局長 ❶ 勤務日数
❷ 服薬指導実施患者数
❸ 薬剤管理指導算定件数
❹ 麻薬指導加算件数
❺ 退院時服薬指導加算件数
❻ 薬歴管理実施患者数
❼ 入院時持参薬鑑別・登録件数
❽ 医薬品情報・提供件数
❾ 入院患者からの相談件数
� 医薬品安全管理対処件数
� 薬剤（麻薬・向精神薬・配置薬等）管理件数
� 抗菌薬使用届チェック件数
� 抗菌薬初期投与設定件数
� TDM実施件数
� 副作用情報収集件数
� プレアボイド件数

次長

医薬品管理部 臨床薬剤部

調剤科 製剤科 医薬品
情報科

薬剤管理
指導科

救急医療
支援科

■ 

よ
り
親
し
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る

	

薬
学
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サ
ー
ビ
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実
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を
追
求


